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パンタナールの南西端であるレダ地域の

植生調査は、当法人により2007年までに

行われ、すでに結果が出ています。それによ

ると、レダの土地の潜在自然植生(その土地

本来の定着樹種)は、ケブラッチョ、バロサ

ント、バロボラーチョ、パラトード、ラパー

チョ、アルガロボが主木です。これらの親

木から種を採取しポット苗を作り、

できる限り多くの種類を混植・密植すること

で自然林の再生が可能です。1㎡当たり平

均3本です。

レダは牧場跡として長年放置されていた

場所で、土壌が大変痩せており、自然林を

再生しないかぎり現在の半砂漠状態がいつ

までも続くことになります。レダでは従来二ー

ムを多く植えてきました。この木は乾燥した

痩せた土地でもよく育ち、薬効成分がある

ので有用樹として世界中の亜熱帯、熱帯地

域に植えられています。

しかし、ニームは和名をインドセンダンと

いい、インドが原産であるため一時的な

緑化には便利ですが、レダ地域では長持ち

しません。冒頭にあげた6種はすべて高木

ですが、亜高木や低木は野鳥や小動物が運

んでくるため、やがては多層群落を形成し

ます。草本層（下草）は野生のバイナップ

ルやサボテンです。

宮脇方式とは「その土地本来の種類を苗

木の段階から混植・密植し、自然林を再生す

るノウハウ」です。具体的には

①植える種類を間違えない

②できる限り多くの種類を混ぜて植える

③通気性、通水性を持たせた植栽マウンド

を作る(特にレダ現地の土地はほぼ100

%粘土質なのでそのまま植えても根付かな

い）

④最後の作業として、乾燥を防ぐため地面

が見えなくなるまで稲わらや干し草などで

で覆う。

の手順で進めていきます。

これまでの土台の上で生態系再生の森の

モデルを創っていく年としましょう。

宮脇方式でパンタナールに初の自然林を！






